
科目名 感染と免疫（Infection and Immunity） 科目コード 155

開講学科 看護学科 選択区分 必修 単位数（時間） １単位（30時間） 

科目区分 専門基礎科目 履修時期 １年次後期 関連DP 看②③④ 

担当教員 北尾 孝司、山田 武司 

授業概要 
（北尾教授） 感染症の起因微生物の種類・構造、病原因子、微生物の滅菌・消毒法、化学療法剤の種

類、主な病原微生物による感染症について教授する。 

（山田教授）感染防御に関わる免疫システムにてついて解説する。 

授業目標 

病原微生物の種類と特徴を理解し、それらの微生物が引き起こす臓器別感染症の概要を理解する。ま

た、免疫系のしくみと生体防御機構を理解し、感染症患者に対する看護や基礎的知識を通じた感染防止

対策・組織的活動について理解し応用力を身につける。免疫系：1.自然免疫と獲得免疫について説明で

きる。2.受動免疫と能動免疫について説明できる。3.ワクチンについて説明できる。 

授業計画 

 者当担 容内 目項 回

１ 微生物の種類 
①感染症の歴史、微生物の概念、微生物の種類 

②細菌・真菌・ウイルス・リケッチアの形態や性質の違い 

北尾孝司 

２ 
細菌の形態と構造 

細菌の代謝と発育 

①細菌の形態と構造、細菌の染色法 

②細菌の代謝と発育 

３ 感染と発病 感染の概念、宿主の抵抗力（生体防御）、感染と発症、感染

経路 

４ 
常在細菌叢 

滅菌と消毒 

①常在細菌叢の概念、常在細菌叢の分布、常在細菌叢と感

染 

②滅菌と消毒の概念、滅菌と消毒の方法、消毒剤の種類と

使用方法 

５ 化学療法剤（１） 

①化学療法の概念、化学療法剤の作用機構、化学療法剤の

種類 

②βラクタム剤の種類と特徴 

６ 化学療法剤（２） 
アミノグリコシド系薬剤、ＴＤＭについて、マクロライド

系薬剤、キノロン系薬剤、ポリペプチド系薬剤 

７ 免疫系（１） 感染症に対して働く免疫システム 

山田武司 ８ 免疫系（２） ヒト免疫不全ウイルス感染症 

９ 免疫系（３） 免疫記憶のしくみ 

10 呼吸器系感染症（１） 
上気道・下気道感染症、肺炎(市中肺炎・院内肺炎)、非定

型肺炎感染症および起因微生物 

北尾孝司 

11 呼吸器系感染症（２） ①結核菌による感染症 ②結核の現状と問題点、感染対策 

12 
消化器系感染症(腸管感染

症) 

組織侵襲型下痢症および毒素産生型下痢症などの腸管感染

症および起因微生物 

13 
髄膜炎・脳炎 

血流感染症 
髄膜炎・脳炎、菌血症・敗血症、血流感染症およびの起因

微生物 

14 
性感染症 
尿路感染症、皮膚感染症 

性感染症(STI)、膣感染症、膀胱炎・腎盂腎炎などの感染症、

皮膚化膿性炎症、創傷感染症およびの起因微生物 

15 
肝・胆道系感染症 
病院内感染症と対策 

①肝炎、肝膿瘍、胆嚢炎などの感染症およびの起因微生物 

②病院内感染症について、ｲﾝﾌｪｸｼｮﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾁｰﾑ(ICT)の役割 

成 績 評 価 方 法 
次のように配点し評価する。 

定期試験（北尾 80％、山田 20％） 

教科書 
南嶋洋一・吉田眞一「系統看護学講座 専門基礎分野 疾病のなりたちと回復の促進④

微生物学」（医学書院） 

参考図書等 藤本秀士・目野郁子・小島夫美子「病原体・感染・免疫」（南山堂） 

授業時間外の 

学習について 

前回の項目について配布プリント及び教科書等を参考に復習する。次回の項目について教

科書等を参考に予習する。 

関連科目 203 基礎看護方法論Ⅰ、205 基礎看護方法論Ⅲ 

備  考 

実 北尾孝司：臨床検査技師（検査機関） 

北尾：毎回出席カードを兼ねた質問カードを配り次回に解説する。 

山田：毎回講義プリントを配布する。 
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開講学科 
看護学科・ 

臨床検査学科 
選択区分 必修 単位数（時間） １単位（30時間） 

科目区分 専門基礎科目 履修時期 １年次後期 関連DP 看③、臨① 

担当教員 小川 時江＊ 

授業概要 

 健康で豊かな生活をするためには、食生活と健康との関わりを理解し、実践に役立つ知識を修得する

ことが必要である。 

本講義では、生命維持における栄養の意義、栄養素や食品の栄養的特徴、さらにライフサイクルと食

の特徴、生活習慣病と食、疾病と食について解説する。 

授業目標 
 食生活と栄養が人間の成長や健康にいかに深く関わっているか理解することを目標とする。 

1.五大栄養素が理解できる 2.食生活と健康の関わりが理解できる 3.疾病と食の関係が理解できる 

授業計画 

 容内 目項 回

１ 食べる行動から始まる栄養 
食事の機能と食べる行動、食欲とのかかわり、食物の選択、 

栄養とは、栄養素の機能 

２ 何を食べたらよいか（１） 炭水化物の摂取、脂質の摂取 

３ 何を食べたらよいか（２） タンパク質の摂取、ビタミンの摂取 

４ 何を食べたらよいか（３） ビタミンの摂取、ミネラルの摂取 

５ どれだけ食べたらよいか 
食事摂取基準、エネルギー代謝 

〈演習〉推定エネルギー必要量の算定 

６ バランスのとれた食事とは 
六つの基礎食品、三色食品群、四つの食品群 

食事バランスガイド 

７ 食生活と健康 
国民健康・栄養調査の結果と食生活の現状 

食品・栄養の摂取の推移と疾病構造の変化 

８ 食生活と健康 
健康づくりのための食生活指針、特別用途食品 

特定保健用食品、栄養機能食品、食品の表示 

９ ライフサイクルと栄養（１） 乳児期の栄養、幼児期の栄養、学童期の栄養、思春期の栄養 

10 ライフサイクルと栄養（２） 壮年期の栄養、高齢期の栄養 

11 ライフサイクルと栄養 (３) 高齢者の低栄養と脱水、妊娠・授乳期の栄養 

12 疾病と食（１） メタボリックシンドロームと食、肥満と食 

13 疾病と食（２） 
糖尿病と食 

〈演習〉糖尿病の食品交換表の使い方 

14 疾病と食（３） 高血圧と食、脂質異常症と食、心疾患と食 

15 疾病と食（４） 肝臓病と食、腎臓病と食 

成 績 評 価 方 法 定期試験(85％)、授業に対する取り組みの積極性(15％)で評価する。 

教科書 尾岸恵三子ほか「看護栄養学 第 4版」（医歯薬出版） 

参考図書等  

授業時間外の 

学習について 
 

関連科目 141 人体の構造・機能Ⅰ、 145 生命活動と代謝、 402 生化学 

備  考  
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